
事業種類 事業名

必要性 重要性 効率性 緊急性 計画熟度 評点
現地
調査

2 阿智村 伍
ご

和
か 谷止工 17個

床固工 7個
755,000 18 10

81

豪雨の度に、山腹崩壊が拡大
している。下方に人家等、重要
な保全対象が存在することか
ら、対策を図る必要がある。

H24.7豪雨で山腹崩壊が発生。
H25春にも倒木が発生するなど
不安定な斜面状況であること
から、必要性、重要性、緊急性
が認められる。

○ 〇 ○H26 18 9 9 30 158 佐久市 印
いん

内
ない 山腹工 0.30ha

簡易法枠工1,200㎡
13,000 13,000

9 34 157 小谷村 大岩
おおいわ 山腹工 0.10ha

落石固定工1,000㎡
25,500 0 H26

10 10 8 34 20

〇 ○81

落石対策を目的とした治山事
業施行地であるが、山腹斜面
の侵食、風化により、新たな落
石が発生している。下方に鉄
道等があることから、緊急に対
策を図る必要がある。

必要性、緊急性が認められる。16 7

〇 ○

6 阿智村 大根
だいこん

沢
さわ

谷止工 10個 199,600 27,000

9 40 12 86

平成25年9月発生の台風災に
より、新たな山腹崩壊が発生し
ており、今後更に拡大するおそ
れが高いことから、対策を図る
必要がある。

緊急性が高く、必要性、重要性
も認められる。

82

渓床内に不安定土砂が堆積し
ており、次期出水時には直下
の道路等に被害を及ぼす恐れ
があるため、対策を行う必要が
ある。

H25.9発生台風18号災害により
土石流が発生。今後の降雨等
で不安定土砂が再異動する可
能性があるため、重要性が高
く、緊急性も認められる。

○ 〇 ○H29

5 塩尻市 崖
がけ

ノ湯
ゆ

山腹工 0.15ha
土留工 2個
水路工 85m ほか

15,000 15,000 H26 16 9

87

落石対策を目的とした治山事
業施行地であるが、山腹斜面
の侵食、風化により、新たな落
石が発生している。下方に人
家等があることから、緊急に対
策を図る必要がある。

H23.12に落石が発生し、人家
まで到達した。今後の豪雨等
で浸食が進行した場合、下方
の人家、国道への被害が懸念
されることから、重要性、緊急
性が高い。

○ 〇 ○H28 14 10 8 40 154 上田市 和
わ

子
ご 山腹工 0.47ha

落石固定工4,700㎡
195,000 20,000

88

H25年台風18号災により下方
の市道へ土砂が流出した。渓
床内に未だ不安定土砂が堆積
しており、次期出水時には、再
度、市道へ土砂が流出する恐
れがあるため、対策を行う必要
がある。

必要性、重要性、緊急性が認
められる。

〇 ○H27 17 8 10 38 153 上田市 霊泉
れいせん

寺
じ

谷止工 2個 120,000 60,000

○ 〇 ○

7 34 20 89

対策の必要性は感じられる
が、本年度実施している災害
関連緊急治山事業の進捗状
況を踏まえ、流域全体の復旧
計画を精査したうえでの事業
実施が望ましい。

重要性は高く、必要性、緊急性
も認められる。

9 38 15 89

豪雨の度に、山腹崩壊が拡大
している。下方に人家等、重要
な保全対象が存在することか
ら、対策を図る必要がある。

H24.7豪雨で山腹崩壊が発生。
今後の豪雨により拡大崩壊し
た場合、下方の集落、県道等
への被害が懸念されることか
ら、必要性、重要性、緊急性が
認められる。

備考

1 佐久市 前山
まえやま

床固工 1個
護岸工 356m
山腹工 0.15ha
伏工 780㎡

33,000 20,000 H26 18 9

完了
予定
年度

箇　所　評　価
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（千円）

H26年度
事業費
（千円）

(様式１)　新規評価総括表

治山・砂防 山地治山 林務部　森林づくり推進課
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治山・砂防 山地治山 林務部　森林づくり推進課

34 15

〇 ○9 30 15 76

H25.9月台風災により新たな山
腹崩壊が発生した。山腹上部
には人家があり、今後の降雨
により崩壊地が拡大するおそ
れがあることから、対策を図る
必要がある。

重要性、緊急性が認められる。15 佐久市 横
よこ

和
わ 山腹工 0.20ha

法枠工 2,000㎡
33,000 0 H26 14 8

14 大町市 藤沢
ふじさわ

川
がわ

谷止工 1個
護岸工 33㎡
山腹工 0.17ha
法枠工 300㎡
ほか

79,000 15,000

7 40 12 76

落石対策を目的とした治山事
業施行地であるが、山腹斜面
の侵食、風化により、新たな落
石が発生している。下方に人
家等があることから、緊急に対
策を図る必要がある。

下方に人家があることから、緊
急性が高い。

76

山腹斜面の侵食、風化により
崩壊地が拡大している。下方
に県道など重要な保全対象が
存在することから、対策を図る
必要がある。

H16.台風16号により山腹崩壊
が発生。その後、徐々に崩壊
が拡大している。下方に県道
長野大町線があることから、重
要性が高く、緊急性も認められ
る。

○ 〇 ○H28 10 10 7

〇 ○H29 10 8 7 34 18

○ 〇 ○13 木曽町 下
しも

殿
との 山腹工 0.80ha

落石固定工8,000㎡
200,000 100,000 H27 10 7

9 38 12

○ 〇 ○

12 塩尻市 本
もと

山
やま

谷止工 1個
山腹工 0.60ha
土留工 4個
法枠工 1,000㎡
ほか

150,000 30,134

7 32 14 78

渓流上部に山腹崩壊地があ
り、豪雨の度に、渓流内に土砂
が流出するため、渓床内に不
安定土砂が堆積している。次
期出水時に下方の県道に土砂
が流出するおそれがあるた
め、対策工の実施が必要であ
る。

山腹崩壊が拡大し、村道の路
体確保に影響が出ていること
から、必要性、重要性、緊急性
が認められる。

77

今回の台風18号による山腹崩
壊は崩壊規模が大きく関沢の
閉塞も発生したため、災害直
後から地元本山区からの強い
要望があり、地権者に対する
事業実施及び保安林指定への
合意形成への協力体制が形
成された。また、本山地区では
隔年で地域避難訓練も行われ
いるが、今回の土砂災害を教
訓にさらなる土砂災害に対す
る地域体制が整えられた。

重要性、緊急性が認められる。

11 下條村 シイナ平
だいら

谷止工 1個
山腹工 0.21ha
実播工 276㎡
ほか

84,600 31,000 H28 16 9

○

10 長野市 花
はな

倉
くら 山腹工 0.20ha

土留工 3個
20,000 20,000

7 34 12 79

既存施設の経年変化等による
老朽化が著しく、機能が低下し
ている。直下に村道があること
から、早急に対策を図る必要
がある。

昭和30年代前半に自然石で造
られた谷止工。老朽化により施
設損傷が発生しており下方に
村道があることから、必要性、
重要性、緊急性が認められる。

79

山腹崩壊が拡大し、渓床内に
不安定土砂及び流木が堆積し
ており、次期出水時に下方保
全対象に土砂流出するおそれ
があるため、対策を図る必要
がある。

重要性、緊急性が認められる。 〇 ○H26 11 9

9 川上村 大
だい

日
にち

沢
ざわ

谷止工 1個 43,000 0 H26 18 8 ○ 〇
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治山・砂防 山地治山 林務部　森林づくり推進課

38 12

○ 〇 ○8 30 15 73

渓床内に不安定土砂が堆積し
ており、次期出水時には直下
の人家、道路等に被害を及ぼ
す恐れがあるため、対策を行う
必要がある。

H16台風により土石流が発生
し、市道が流出。今後の降雨
等により浸食が進行した場合、
下方の人家、国道への被害が
懸念されることから、重要性が
高く、緊急性も認められる。

23 大町市 栃
とち

沢
ざわ

谷止工 7個 150,000 28,990 H29 10 10

22 木曽町 児
ちご

野
の 山腹工 0.80ha

落石固定工8,000㎡
200,000 100,000

9 32 15 74

既存施設の経年変化等による
老朽化が著しく、機能が低下し
ている。直下に村道があること
から、早急に対策を図る必要
がある。

緊急性が認められる。

73

落石対策を目的とした治山事
業施行地であるが、山腹斜面
の侵食、風化により、新たな落
石が発生している。下方に人
家等があることから、緊急に対
策を図る必要がある。

緊急性が認められる。 〇 ○H27 9 7 7

○H26 11 8 6 38 12

〇 ○21 上田市 金
きん

窓
そう

寺
じ

谷止工 2個 72,000 35,000 H27 13 5

28 15

○ 〇 ○

20 高山村 山田
やまだ

入
いり 山腹工 0.01ha

土留工 4個
37,000 0

7 32 15 75

渓床内に不安定土砂が堆積し
ており、次期出水時には直下
の取水施設等に被害を及ぼす
恐れがあるため、対策を行う必
要がある。

H24.7豪雨で渓岸浸食が発生。
下方の谷止工の基礎部が洗
掘され露出しており、今後の被
害拡大が懸念されることから、
重要性、緊急性が認められる。

75

豪雨の度に、山腹上部斜面の
侵食、風化が進行している。下
方には村道などの保全対象が
存在することから、対策を図る
必要がある。

重要性、緊急性が認められる。 〇

19 南牧村 掘
ぼっ

長
ちょう

谷止工 1個
床固工 3個
森林整備 2.00ha

43,000 28,000 H26 13 8

18 阿智村 うぐす川
かわ 谷止工 2個

床固工 2個
107,600 32,000

7 34 12 75

H26年台風18号災により崩壊し
た土砂が未だ渓流内に大量に
堆積しており、土砂災害を防止
するため早急に対策工事に着
手する必要がある。

重要性が高く、緊急性も認めら
れる。

75

渓床内に不安定土砂が堆積し
ており、次期出水時には直下
の取水施設等に被害を及ぼす
恐れがあるため、対策を行う必
要がある。

H25.9.16発生の台風18号被害
により土石流が発生したことか
ら、必要性、重要性が認められ
る。

○ 〇 ○H28 16 8 8

○H26 16 7 9 32 12

〇 ○17 辰野町 南
みなみ

 沢
さわ

谷止工 3個
山腹工 0.59ha
土留工 10個
ほか

150,000 33,200 H29 12 10

16 木祖村 薄
すすき

 林
ばやし

床固工 1個
護岸工 31m
山腹工 0.08ha
伏工 800㎡

16,000 16,000 76

新たな山腹崩壊の発生によ
り、渓床内に不安定土砂が堆
積している。次期降雨時に下
方に流出するおそれが高いこ
とから、対策を図る必要があ
る。

土砂流出防備保安林で山腹崩
壊が発生、今後の降雨等によ
り課拡大した場合、下方の人
家、県道への被害が懸念され
ることから、必要性、緊急性が
認められる。

○ 〇
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治山・砂防 山地治山 林務部　森林づくり推進課

30

36 12

○ 〇 ○9 20 14 69

平成25年9月発生の台風災に
より、新たな山腹崩壊が発生し
ており、今後更に拡大するおそ
れが高いことから、対策を図る
必要がある。

H25.9発生台風18号で山腹崩
壊が発生し、渓流内に不安定
土砂が堆積していることから、
必要性、重要性が認められる。

○ 〇 ○

○ 〇 ○

27 売木村 牧場
ぼくじょう

沢
さわ 谷止工 1個

流路工 200m
45,000 29,000 H27 18 8

26 長野市 笹
ささ

沢
ざわ

沖
おき

山腹工 0.15ha
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ暗渠工2群
土留工 3個

50,000 0

9 32 15 73

豪雨の度に、渓流沿いの侵
食、崩壊が進んでおり、次期出
水時に下方の保全対象に土砂
流出、流木被害が発生するお
それがあるため、対策工の実
施が必要である。

H25.9発生台風18号で土石流
が発生し農業用水路が被災し
たことから、緊急性が認められ
る。

69

平成25年9月発生の台風災に
より、新たな山腹崩壊が発生し
ており、今後更に拡大するおそ
れが高いことから、対策を図る
必要がある。

緊急性が認められる。 〇 ○H27 7 7 7

○H28 16 7 6 32 12

○ 〇 ○25 山ノ内町 乙見
おとみ

沢
さわ

谷止工 1個 31,000 31,000 H26 11 6

24 飯田市 千代
ちよ

流路工 290m 128,200 29,200 73

渓床内に不安定土砂が堆積し
ており、次期出水時には直下
の人家等に被害を及ぼす恐れ
があるため、対策を行う必要が
ある。

既設谷止工底部が洗掘され堆
積土砂が流出していることか
ら、必要性、緊急性が認められ
る。

○ 〇

67

山腹内に不安定土砂が堆積し
ており、次期出水時に下方の
道路へ流出するおそれがある
ことから、対策を図る必要があ
る。

近隣で県道に土砂が流出する
災害が発生。本地区の山腹内
にも不安定土砂が堆積してお
り、下方に県道があることか
ら、重要性が高い。

H26 14 10 9 22 12川上村 後
あと

海
かい

戸
と 山腹工 0.50ha

土留工 3個
27,000 27,000

8 22 15 66

渓流内には大量の不安定土砂
が堆積しており、直下の集落を
土砂災害から保全するため、
対策工事を実施する必要があ
る。

H18.7豪雨で渓流内から土砂
が流出。下方に集落、県道が
あることから、重要性が認めら
れる。

31 辰野町 二
に

洞
とう

谷止工 1個
床固工 5個
流路工 140m

73,000 0 H28 12 9

68

H25.9月台風災により新たな山
腹崩壊が発生し、山腹内に不
安定土砂が堆積している。次
期出水時に下方へ流出するお
それがあることから、対策を図
る必要がある。

人家の保全の必要性は認めら
れる。

〇 ○H26 14 7 9 26 12

16 9 9 22 12 68

29 軽井沢町 南
みなみ

 聖
ひじり

 沢
さわ

山腹工 0.20ha
土留工 3個
伏工 2,000㎡
ほか

27,000 27,000

渓床内に不安定土砂が堆積し
ており、次期出水時には直下
の道路等に被害を及ぼす恐れ
があるため、対策を行う必要が
ある。

必要性、重要性が認められる。28 長野市 柏
かしわ

 山
やま 谷止工 2個

山腹工 0.10ha
40,000 22,000 H26 〇 ○
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治山・砂防 山地治山 林務部　森林づくり推進課

9 28 12 63

豪雨の度に、渓流沿いの侵
食、崩壊が進んでおり、次期出
水時に下方の保全対象に土砂
流出、流木被害が発生するお
それがあるため、対策工の実
施が必要である。

重要性が認められる。

H26 14 10 7 20 12

〇 ○39 南木曽町 枠
わく

平
だいら

谷止工 3個 38,000 0 H26 5 9

17

〇 ○

38 南木曽町 田代
たしろ

沢
さわ

谷止工 1個 43,500 43,500

7 22 15 63

H25.9月台風災により、山腹上
部斜面が崩壊し、土砂が流出
している。下方には町道など保
全対象が存在することから、対
策を図る必要がある。

公共施設の保全の必要性は
認められる。

63

山腹崩壊地の拡大により、渓
床内に不安定土砂が堆積して
いる。次期降雨時に下方に流
出するおそれが高いことから、
対策を図る必要がある。

山腹崩壊が発生。下法に国道
256号があることから、重要性
が高い。

○ 〇 ○

37 山ノ内町 屏風
びょうぶ

山腹工 0.20ha
土留工 1個
法枠工1,000㎡
ほか

76,000 3,500 H26 13 6

〇 ○

36 飯田市 川
かわ

路
じ

谷止工 1個 23,000 23,000

7 30 12 64

既存施設の経年変化等による
老朽化が著しく、機能が低下し
ている。直下に人家等があるこ
とから、早急に対策を図る必要
がある。

緊急性が認められる。

64

既存施設の経年変化等による
老朽化が著しく、機能が低下し
ている。直下に市道があること
から、早急に対策を図る必要
がある。

既設谷止工の老朽化が進んで
いることから、谷止工の必要性
は認められる。

○ 〇 ○H26

35 小川村 中
なか

後
ご

谷止工 2個 213,000 0 H27 8 7

○ 〇 ○

34 飯田市 流
ながれ

 宮
みや

山腹工 0.15ha
土留工 5個
落石固定工950㎡

44,600 0

9 30 12 66

新たな山腹崩壊の発生によ
り、渓床内に不安定土砂が堆
積している。次期降雨時に下
方に流出するおそれが高いこ
とから、対策を図る必要があ
る。

山腹崩壊が発生。今後の降雨
等により拡大した場合、下方の
国道361号への影響が懸念さ
れることから、重要性、緊急性
が認められる。

65

落石対策を目的とした治山事
業施行地であるが、山腹斜面
の侵食、風化により、新たな落
石が発生している。下方に国
道があることから、対策の必要
がある。

H22.7梅雨前線豪雨災害によ
り、山腹崩壊が発生し、土砂、
転石が国道152号まで流出。今
後の降雨等によって山腹の転
石が再移動する怒れがあるこ
とから、重要性が認められる。

○ 〇 ○H26

33 木曽町 九
く

蔵
ぞう

峠
とうげ

床固工 3個
山腹工 0.58ha
伏工 890㎡

31,000 0 H26 7 8

66

新たな山腹崩壊の発生によ
り、渓床内に不安定土砂が堆
積している。次期降雨時に下
方に流出するおそれが高いこ
とから、対策を図る必要があ
る。

必要性が認められる。 〇 ○H26 18 7 9 20 1232 長野市 十二
じゅうに

廻
まわり

谷止工 3個 35,000 0

8 8 10 24 15

14 6 9 18
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治山・砂防 山地治山 林務部　森林づくり推進課

61

豪雨の度に、渓流沿いの侵
食、崩壊が進んでおり、次期出
水時に下方の保全対象に土砂
流出、流木被害が発生するお
それがあるため、対策工の実
施が必要である。

必要性が認められる。9 22 747 長野市 矢
しっ

平
ぺい

沢
ざわ 谷止工 1個

護岸工
15,000

H26 12 6 9 22 12

16 7

○

26 7

○ 〇 ○

46 木祖村 石
いし

木
き

沢
ざわ

谷止工 2個 33,000 33,000

8 18 15 61

H25年台風18号災により被災し
た市道への土砂災害を防止す
るため、早急に対策工事を実
施する必要がある。

H25.9発生台風18号で山腹崩
壊が発生し、土砂が市道まで
流出したことから、重要性が高
い。

61

豪雨の度に、渓流沿いの侵
食、崩壊が進んでおり、次期出
水時に下方の保全対象に土砂
流出、流木被害が発生するお
それがあるため、対策工の実
施が必要である。

林地内の渓流荒廃は進んでお
り、今後の降雨等により不安定
土砂が流出する恐れがあるこ
とから、谷止工の必要性は認
められる。

○ 〇

45 飯田市 中山
なかやま

谷止工 1個
山腹工 0.15ha
土留工　ほか

40,000 0 H27 10 10

44 長野市 中田
なかた

谷止工 3個 60,000 46,000

6 20 12 61
渓岸浸食を防止し下流への土
砂流出を防止するため、対策
工事を実施する必要がある。

顕著な渓流浸食が見られる。
今後の降雨等によりさらに進
行した場合、下方の集落、国
道153号への被害は懸念され
ることから、重要性が認められ
る。

61

既存施設の経年変化等による
老朽化が著しく、機能が低下し
ている。直上部に県道があるこ
とから、早急に対策を図る必要
がある。

既設の谷止工の老朽化が進ん
でいることから、谷止工の必要
性は認められる。

○ 〇 ○H26 14 7 7

○H26 13 6 8 22 12

○ 〇 ○43 中川村 郷土
ごうし

沢
さわ

床固工 4個
護岸工 158m
緑化工

96,000 0 H28 14 9

20 12

〇 ○

42 木曽町 濃
のう

ヶ池
いけ

谷止工 1個 140,500 0

7 24 12 62

渓床内に不安定土砂が堆積し
ており、次期出水時には直下
の道路等に被害を及ぼす恐れ
があるため、対策を行う必要が
ある。

重要性が高い。

61

平成25年9月発生の台風災に
より、渓床内に大量の不安定
土砂が堆積しており、次期出
水時に下方に流出するおそれ
があることから、対策を図る必
要がある。

公共施設の保全の必要性は
認められる。

〇

41 長野市 達
たっ

橋
ぱし

沢
ざわ 谷止工 2個

山腹工 0.40ha
105,000 3,000 H28 9 10

40 長野市 埋
うず

家
け

谷止工 1個 20,000 20,000 63

渓床内に不安定土砂が堆積し
ており、次期出水時には直下
の道路等に被害を及ぼす恐れ
があるため、対策を行う必要が
ある。

重要性が認められる。 〇 ○H26 14 8 9
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治山・砂防 山地治山 林務部　森林づくり推進課

60

人家、国道、西天用水等の重
要保全対象に対する土砂災害
の未然防止を図るため、対策
工事を実施する必要がある。

H18.7豪雨で渓流内から土砂
が流出。下方に人家、町道が
あることから谷止工の必要性
は認められる。

○ 〇 ○48 辰野町 新
しん

町
まち

谷止工 4個 42,000 0 H27 12 7 9 20 12

合　　　　　　　　計 49箇所

7 24 12 61

対策の必要性は感じられる
が、既存施設の老朽化対策や
上流域の崩壊危険箇所の対
策を含めた、流域全体の事業
計画を樹立したうえでの事業
実施が望まれる。

人家の保全の必要性は認めら
れる。

49 小川村 桜
さくら

 畑
ばたけ

谷止工 1個 30,000 11 7


